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近年， 学習効果の促進や運動技能の向上をねらいとした栄養補助食品が数多く開発されてきているが， そ

の中でも特に卵黄ホスファチジルコリン（ＰＣｈ）とビタミンＢ１２（Ｂ．２）の併用療法の有効性に着目した． ＰＣＭま，

ホスファチジル酸のリン酸基にコリンがエステル結合したもので， コリンの形成に関与する重要な化合物で

ある． またＰＣｈの主成分であるコリンから形成されるアセチルコリン（ＡＣｈ）は， 自律神経（特に副交感神経）

や運動神経における刺激伝達物質として重要な役目を果たしている． これまでの報告では，ＰＣｈ投与によっ

て動物の脳におけるアセチルコリン濃度が上昇する （Ｊｏｐｅ；１９８２， Ｍａｇ国 ｅｔ 司‐；１９８１） こと， またＢ，２が

メチル基転移反応を介してＡＣｈの合成に関与し（田代；１９８１）， その合成酵素活性の賦活作用にかかわって

いる（Ｎａｄｅａｕ ｅｔａｌ．；１９８８）ことなどから， ＰＣｈ－Ｂ１２併用療法の効果が期待されている．

　

ところでＰＣｈ－Ｂ，２の併用療法については， 動物実験のほかにアルツハイマー型痴呆症の患者を対象にし

た臨床検査を通じて， すでにいくつかの有効性が指摘されているが， その一方で健常者とりわけアスリート

を対象にした報告例は数少ない． その中でもＳｕｇｉｙａｍａ ｅｔａｌ．（１９９９）は， ４週間におよぶＰＣｈとＢ・２の併

用療法に伴う単純・選択・複雑反応時間への影響について検討している． しかしながらＰＣｈ－ＢＩ２の併用療

法による血清中のコリン濃度およびＢ，２濃度の有意な上昇を認めているものの， 反応課題における主たる効

果を認めていない． このような背景には， 反応課題が， 刺激‐反応動作に基づく単発的運動作業であるといっ

た課題作業の特性などが， 主たる理由として考えられる． むしろ連続的に繰り返される神経‐筋刺激による

反復的運動作業ではＡｃｈが枯渇し， その結果として神経‐筋疲労をもたらす可能性がある（Ｓｙ直ｉｅｙｅｔ ａｌ．；

１９９５）ことから， 何らかの反復的運動作業におけるＰＣｈ－Ｂ，２併用療法の有効性について検討する意義は大き

い． これに関連して筆者ら（杉山他；２０００）は１０秒間のタッピング課題への影響について分析した結果， 利き

手および非利き手によるタッピングではいずれのグループもなんら影響が認められなかったものの， 両手タッ

ピング課題において， ＰＣｈ－Ｂ，２併用療法後の有意な向上を認めている． タッピングテストは， 手先の急速

反復動作といった敏捷性をみるためのもので， 相反神経支配や脳幹あるいは小脳などの機能の良否に深くか

かわっている． 春山（１９７８）が指摘しているように， 計測時間を１０秒間からさらに長くしていくことで左右の

交互動作の失調度がさらに助長されることから， より困難な運動条件下ではＰＣｈ－ＢＩ２併用療法の有効性が

さらに期待さ
－
れる．

　

そこで本研究では， 指先を素早く連続的に動かすといった上肢の敏捷性に関わる作業検査の１つとして，

比較的長時間のタッピング課題を取り上げ，ＰＣ－Ｂ，２併用療法の有効性について検討する．

方

　　

法

１． 実験期間・場所

　

本実験は， 平成１２年１２月１７日（日）～平成１３年１月１４日（日）の４週間， 場所はＨ大学実験室内および体育館であ

る・

２． 被験者

　

被験者はＨ大学における体育・生涯スポーツを専攻している男子学生１２名である． これら被験者におい

て特に健康上の問題は認められなかった．

３． 実験課題

　

本実験課題は， 利き手・非利き手・両手によるタッピング課題である． 計測時間は６０秒間とし， その間に

キーを叩打した回数が計測された． 実験試行は， 条件ごとにそれぞれ３回ずつの計９回とした． これらの計

測にかかわる一連の実験手続きは従来の報告（杉山；１９９４）にしたがった．
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４． 装置

　

また本実験装置は， 従来の報告に基づき， ＮＥＣのＰＣ９８シリーズのパソコン本体と， キーボード， ディス

プレイ， およびプリンタといった周辺機器で構成されるハードウェアと， ＯＳのＭＳ－ＤＯＳ（Ｍｉｃｒｏｓｏ貴社製）上

で作動するＮ８８Ｂ／ＮＳＩＣイ ンタプリタによる自作のソフトウェアで構成された． モニタ用ディスプレイ は１５

イ ンチの大きさで， ６００ｘ４００ドットの解像度が用いられた．

５． 実験手続き

各被験者には， 市販 （キューピー株式会社） の卵黄レシチン加工食品が与えられた． 与えられた加工食品

は１袋１．６ｇ， ＰＣｈ４５０ｍｇ， Ｂ１２３０”ｇを含む粉末状のもので， 各被験者は毎日６袋を経口投与するよう義務

付けられた． 実験計測は， ＰＣｈ‐Ｂ１２投与前（Ｐｒｅ）ならびに４週間にわたる投与後（Ｐｏｓｔ）に実施し， また血清

ＰＣｈ，ＢＩ２濃度を定量するために採血も行った． 得られた計測値は， 投与前後ごとにまとめられ， 統計的に

処理された． なお本実験は， 各被験者にあらかじめ実験内容について説明し同意を得た上で実施されたが，

実験期間中に何らかの異常が認められた場合には， 必ず験者に報告するように義務づけた．

結

　　

果

１． 血清コリン濃度

　

４週間におよぶ固形乾燥食品の経口投与による血清成分の影響について明らかにするために， 被験者１３名

のデータを用いて， 血清コリン濃度について比較検討した．

　

まず血清コリン濃度の平均値（標準偏差）に関して， 投与前では１０．８（１‐３０）ｎｍｏｙｌｎｌ， 投与後では１４．０（３．９１）

ｎｍｏｖｌｎｌで２９‐６％の上昇が認められた． さらに１標本ｔ検定により平均の差を比較検討した結果， ｔ＝３‐０９

（ｄｆ＝１１）で， １％水準で有意差が認められた（図１参照）．

１ーニコ平均 値（ｎｍ頒価－） －◎≠標準偏差１

２０‐００

１％水準で有意

争拶Ｆ‐″″〆－【一

　

〇

◎》

１５．００

ＩＱ‐００

５‐００

０‐００

投与前 投与後

図１．卵黄レシチン加工食品投与前後の血清コリン濃度の比較
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２． タ ッ ピン グテス ト

　

図２は， 卵黄レシチン加工食品の投与前と投与後における６０秒間のタッピング回数の平均値（標準偏差）を

示している． 投与前では４２３．６（４７‐５５）回， 投与後では４２３．７（３８．２４）回で特に大きな変化は認められなかった．

またｔ検定の結果これら条件間において有意差は認められなかった（ｔ＝０．０１，ｄｆ＝１１）． 図３は， 非利き手に

よるタッピング回数を示している． ＰＣ－ＢＩ２投与前で３５３．１（４１．１０）回， 投与後では３５７．３（３２．６２）回で， 利き手

の場合と同様， 大きな違いはなく，．有意差も認められなかった（ｔ＝０．５４，ｄｆ＝１１）． その一方両手タッピン

グに関しては， 図４のように投与前は７３１．５（５０．０４）回， 投与後では７６６．８（５７．９０）回で， 投与後の方が４．８％の

増加を示した． またこれら２つの平均値の間でｉ％水準で有意差が認められた（ｔ＝３．３４，ｄｆ＝１１）．
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図２．卵黄レシチン加工食品投与前後における利き手タッピングの比較
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図３． 卵黄レシチン加工食品投与前後における非利き手タッピングの比較

８８



タッピング課題における卵黄ホスファチジルコリンおよびビタミンＢ・２投与の有効性

１０００

９００

８００

１％水準で有意

← →←
投与前 投与後

「「平

　　　

均 ７３１－５ ７６６－８

中◎－標準偏差 ５０‐０４ ５７‐９０

０

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

０

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

５

　　

４

　　

３

　　

２

　　

１

　　　　　

７００

琶

　　

６ｏｏ

Ｏ

図４．卵黄レシチン加工食品投与前後における両手タッピングの比較

考

　

察

　

今回のＰＣ－Ｂ，２投与前と投与後の血清コリン濃度の値に注目してみると， 固形乾燥食品を用いた場合の濃

度（投与前１０．９ｎｍｏｙｌｎｌ， 投与後１４．ｌｎ］ｍｏ“＊ＰＩ）とほぼ変わらず（杉山；２００１）， そのコリン濃度の上昇率も前

回の２８．２％に対して今回が２９．６％で， ほぼ同様の上昇率を示している． 同じ量のＰＣ－Ｂ・２を経口投与したに

もかかわらず血清濃度においてほぼ同様の結果が得られたことから， 固形乾燥食品や穎粒状の加工食品いず

れにおいても， 吸収能において特に大きな違いがないことが確かめられた．

　

そこでＦＣ‐Ｂ・２併用療法に伴う運動技能への影響を明らかにするために， タッピングテストの結果に着目

してみると， 利き手および非利き手によるタッピングテストではいずれも有意な影響が認められなかったも

のの， 両手によるタッピングテストでは， ４週間に及ぶＦＣ‐Ｂ，２併用療法によって有意な向上が認められた‐

Ｓｕｇｉｙａｍａ ｅｔ‐ｍ．（１９９９）の報告と同様， 両手タッピング課題のみにおいて， ＰＰＣ－Ｂ，２併用療法の有意な向

上が認められた点で極めて興味深い‐ 通常， 片手のみを使用した場合に比べ， 両手を使用する場合の方が左

右の共働作業の巧みさや調整能が要求され， これに伴う交互動作の失調様式を招く （猪飼；１９５１，猪飼・山

川；１９５１）傾向にある‐ 杉山（１９９４）の報告でも， 両手タッピングにおいて， 利き手ｏ非利き手相互の干渉も

しくは抑制効果により， それら交互動作に伴う調整機能の失調が認められている． 以上の見解をふまえ， 本

実験結果で得られたＰＣ－Ｂ，２併用療法の有効性として， 今回の両手タッピングのような長時間にわたる複雑

な左右交互運動課題における調整機能の改善が示唆された．

　

ただ本実験では， 市販のものを使用した関係上， 疑似食品グループとを比較する二重盲検法の手法を導入

することができなかったため， 先入観といった心理的効果等はじゅうぶんに排除できたかどうかは不明であ

る‐ また全ての被験者がいわゆる健常者であり， 投与以前のコリン濃度も適性範囲であったことを考えると，

今回のような運動作業能力を向上させる上でコリン濃度を強制的にどの程度高めておく必要があったかは実

際のところ不明である． しかも今回のコリン濃度の上昇は３０％程度にとどまっているが， 真田他（１９９７）によ

る痴呆症患者を対象にした実験では， 投与開始後最終的に２００％のコリン濃度上昇段階で， その臨床効果の

一部を認めている‐ この点を考慮すれば， コリン濃度のさらなる上昇を誘発させることで， 本実験課題にお

けるＰＧＢ．２併用療法の効果がより明確になるかもしれない．

　

ところでコリン濃度に関しては， むしろコリン濃度を著しく低下させるような運動の影響（Ｃｏｎｌａｙｅｔ ｍ‐；
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１９８６，Ｓａｎｄａｇｅ；１９９２）についても検討する余地がある． 健常者を対象とした場合， 今後はコリン濃度をよ

り一層増加させた場合や， むしろコリン濃度を著しく低下させた場合の影響について検討する意義は大きい．

いずれにせよ本実験条件下では， 両手タッピングのような交互・相反作用を伴う調整能において，

ＰＣｈ－Ｂ，２併用療法の効果が認められた訳で， このような調整能の改善といったＰＣ－ＢＩ２併用療法の機能性食

品として活用について， 今後あらためて注目していきたい． 実際， 市販の栄養補助食品のレシチンなどは，

例えば自律神経や頭脳の働きを活性化する， 集中力や記憶力の向上， 調整能力を向上させる， 運動能力を高

めるなどといった効能に関する記載をよく目にするが， これら有効性についてもさらなる分析を要するであ

ろ う
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　

さて本実験ではＰＣ－Ｂ，２併用療法によって血清中のコリン濃度の上昇が確認され， しかも両手タッピング

課題においては左右調整機能の有意な向上も認められた． また４週間にわたるＰＣ－ＢＩ２併用療法を通じて，

身体的悪影響は何ら認められなかった． 敏捷性や協応性（調整力）等が関与する運動技能の向上をねらいとし

た機能性食品として，ＰＣ－ＢＩ２併用療法は今後も注目を集めるものと思われるが， 本研究ではその資料の一

部を提供するにとどめる．
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